
●パブリック・アクセスの可能性を探る

鈴木　今日のシンポジウムのテーマは，市民と

メディアの関係，特に，市民のメディアへの参

加をパブリック・アクセスという観点から考え

ようというものです。パネリストとしては，い

ま注目されつつあるパブリック・アクセスの領

域で，研究と実践の両面でご活躍されている３

人の方をお迎えしました。それぞれの方に問題

を提起していただいた後で，参加者の方々とと

もに活発な討論をしていきたいと考えていま

す。

　振り返ってみますと，アメリカの市民がテレ

ビのパブリック・アクセス・チャンネルを使っ

て自分たちがつくった番組を自由に，無料で放

送しているという情報が日本に入ってきたのは

����年後半だったと思います。私の記憶で

は，そういう情報を日本に最初に伝えられたの
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　産業社会学部研究委員会では，����年度の研究活動の活発化を図るひとつのてがかりとして学部主

催のシンポジウムを開催することになり，その第１回目として７月９日（金）に「市民のメディア参

加～パブリック・アクセスを考える～」を企画した（於・アカデメイア立命）。このシンポジウムの開

催にあたっては，情報・メディア・コースに所属する教員を中心に院生，学部生の有志を加えた実行

委員会が組織され，全体の構想，外部から招くパネリストへの依頼，学内外への広報活動，当日の運営な

どの諸作業を行った。

　当日は，メディアと市民，パブリック・アクセス，というメディア研究の領域ではきわめて今日的

で，関心の高いテーマを取り上げたシンポジウムであったこともあり，学内外から研究者，諸市民活

動（ＮＰＯ）関係者，テレビや新聞などのメディア関係者，そして学部生や院生と，��名を超える参

加者があり，活発な討論が行われた。このような実り多い研究活動を可能にしてくださったパネリス

トの方々，とくに学外からこの日のためにご参加くださった津田正夫氏，吉冨志津代氏に，この場を

借りて心からお礼を申しあがる。以下は，パネリストの発言を中心にまとめたシンポジウムの記録で

ある。（文責：鈴木みどり）

　＊東邦学園短期大学教授／元NHKプロデューサー

　＊＊立命館大学産業社会学部助教授

　＊＊＊FMわいわい／多文化共生センター・神戸

　＊＊＊＊立命館大学産業社会学部教授



は粉川哲夫さんというメディア・クリティーク

の研究者（現・東京経済大学教授）でした。粉

川さんは，当時，ニューヨークにあって，この

問題にもっとも早くから取り組んできた「ペー

パ ー タ イ ガ ー・テ レ ビ」（��������	���

����������）というラディカルなグループの人

たちと交流されていました。

　私は，粉川さんのご紹介で，����年１月に

ペーパータイガーの創始者であり，パブリッ

ク・アクセス活動の“ゴッドマザー”と呼ばれ

るディーディー・ハレック���������������	
�

さんを日本にお招きして，東京で国際フォーラ

ムを主催しました。今から６年前のことになり

ます（その詳細は『メディア・リテラシーを学

ぶ人のために』第３部１章に収録されていま

す）。

　この国際フォーラムで，「ペーパータイ

ガー・テレビ」と，このグループを中心とする

全国的な組織として「ディープデッシュ・テレ

ビ」����������	�
�������があり，草の根の市

民たちがパブリック・アクセス・チャンネルを

使って定期的に番組をオンエアしていることを

知りました。その時，市民が作ったテレビとい

うことで，数多くのビデオを見せていただいた

のですが，そのなかに湾岸戦争報道を扱うビデ

オがありました。それは「ペーパータイガー」

を中心とするビデオ・アクティビストたちによ

る「ディープデッシュ」の活動を全米に広める

きっかけとなったものです。

　ご存知のとおり，湾岸戦争危機は����年８

月にイラクのクウェート侵攻で始まりました

が，それから����年１月��日の開戦に至るま

でのほぼ半年の期間に，「ディープデシュ」，

「ペーパータイガー」に関わる市民たちは戦争

を起こさないための「湾岸危機プロジェクト」

を立ち上げ，寝食を忘れてパブリック・アクセ

ス活動に取り組んだのでした。ビデオは��分

のシリーズで��本からなっています。

��ビデオの画面にみる湾岸戦争は，私たちが

“お茶の間の戦争”といわれ，日本のテレビの

画面を通して体験したあの湾岸戦争とはまるで

違うものでした。当時，同じ戦争をそのように

異なる視座から捉え，問題の所在を示し，批判

を展開するテレビが市民の手で制作され，パブ

リック・アクセス・チャンネルから放送されて

いたのです。それは，全米で放送されたとはい

え，メーンストリーム・テレビに比較しようも

なく小さなテレビで，アメリカでみた人の数は

限られていたと思います。それでも，当時，実

際に放送されていたのです。この事実を知った

ときに，私はパブリック・アクセスという理念

の重要性とその可能性の大きさを教えられまし

た。そういう記憶がございます。

　あの国際フォーラムから６年を経て，今日で

は，日本でもパブリック・アクセスへの関心が

高まり，さまざまな活動が展開し始めていま

す。今日のパネリストとしてお招きしました吉

冨さんのように市民の手で「ＦＭわいわい」を

立ち上げ，テレビ局ではなくラジオ局ですが，

すでに実践を始めている人たちもでてきていま

す。このシンポジウムでは，そうした日本での

展開を整理し，��世紀へ向けた市民のメディ

ア参加，パブリック・アクセスの可能性を展望

してみたいと考えます。

　それでは，３人のパネリストをご紹介しま

す。津田正夫さんです。東邦学園短大教授で，

元ＮＨＫプロデューサーです。大学ではメディ

ア論を教えておられますが，自称「メディア・

アクティビスト」でもあります。

　柳澤伸司さん。本学部で情報産業論を担当し
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ておいでです。京都にはローカルテレビ放送の

ＫＢＳ京都がありますが，この局はさまざまな

経済危機を乗り越えていま市民と共に再生しつ

つあります。それを支える市民たちの手で昨年

「アクセスクラブ」が誕生しましたが，柳澤さ

んはその呼びかけ人の一人です。

　吉富志津代さん。阪神大震災を契機に神戸の

長田区を中心に始まりました市民のラジオ放送

局「ＦＭわいわい」を立ち上げられた市民の一

人です。ご経験や今，何をなさっているかを

語っていただけると思います。それでは，まず

津田さんからお話を伺いたいと思います。

●アメリカのパブリック・アクセスに学ぶこと

津田　����年までＮＨＫで報道番組を作って

いました。東京では「モーニングワイド」（現

在の「おはようにっぽん」）のデスク，衛星放

送第一テレビのデスクとして番組をまとめる仕

事をしていました。私はＮＨＫに����年に入

りましたが，その頃は素朴な感じで，取材先と

取材者がそんなに離れていなかったのですが，

だんだんメディアが巨大化して，仕組みも複雑

になり，郵政省の監督を背景にして市民に向

かって開かれていない状況になりつつありまし

た。それに対して疑問を感じて，在職中から市

民の思いがどうしたらうまく表現できるか試行

錯誤してきました。

　最後は名古屋局におりましたので，市民がボ

タンを押したら１分間ビデオが回って，市民が

伝えたいニュースやメッセージを伝える「メッ

セージ��」という番組をローカルの時間帯に

放送する仕組みを作りました。そうしているう

ちに，機会があり大学に行ったわけです。

　私の最大の関心は，市民とメディアがどのよ

うに大人の関係を作っていけるかということに

ありまして，メディアを告発しようと思った

り，かといって擁護しようと思っているわけで

はありません。����年に数人のグループでア

メリカ合衆国のパブリック・アクセス・チャン

ネル（以下，���）の実態を見て回って，市民

がテレビカメラやスタジオをあやつり，自在に

個性的なテレビ番組を作っている様子を目のあ

たりにしてきました。（詳細は津田正夫・平塚

千尋編『パブリック・アクセスー市民が作るメ

ディア』リベルタ出版，����）

　簡単に���の仕組みの輪郭だけ申し上げたい

と思います。

　アメリカでのケーブルテレビのメジャー化を

背景にして，���が普及してきました。ケーブ

ルテレビは，日本と同じようにビル陰，山陰，

僻地における難視聴の改善のために地下ケーブ

ルを敷いています。同時に容量が大きいので

��～����チャンネルくらいとれるようになりま

した。ケーブル事業者は公道，側溝，道，電車

などの側，つまり市民の財産を使って利益を得

るわけです。なおかつケーブルは，水道や電気

のように各地域に一つの業者があればいい。そ

こで，地方自治体はフランチャイズ権をケーブ

ル事業者に対して与える見返りとして，チャン

ネルの一部の開放とそのために必要な資金とし

て売り上げの５％までをコミュニティに納める

ことを要求できます。

　通常，コミュニティに対してパブリック，教

育，自治体という３つの種類のチャンネルが開

放されており，それらのうち，市民が自由に番

組を放送できるチャンネルを���といいます。

���は，市民が制作したものを市民が編集権を

持って，ノーチェックで放送しているチャンネ

ルのことです。また，市民がアクセスできるよ
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うにトレーニングや機材や設備，カメラ，スタ

ジオ等を提供するのがアクセス・センターで

す。その多くはケーブル事業者や���（非営利

活動組織）によって運営されています。

　公共のスペースで市民が発言できるというの

は，アメリカ建国以来の伝統です。公共の電波

を使って得た利益の還元をケーブル事業者に求

め，公共のスペースを電波の中にも実現するた

め，いろんな法律ができたり改正されたりする

中で，��年にケーブル・テレビの��～��％を

アクセス・チャンネルに使うこと，その中に３

種類のものを作ることが義務化されていったわ

けです。若干の手直しはありますが，基本的に

はその仕組みの中で各地に���が増えていった

という状況です。

　実際にどんなふうになっているのか。「百聞

は一見にしかず」で，ビデオを撮ってきました

ので冒頭の部分を見ていただきたいと思いま

す。

　映っている「マンハッタン・ネバーフッド」

はコミュニティに９チャンネル，今年��チャ

ンネルで来年��チャンネルを開設します。９

チャンネルのうち市民が持っているのは，４

チャンネルあります。ここで制作しているのは

市民です。仕事を終えた後でボランティアで

やっています。シンプルな機材でやっていま

す。日本の女性会館とかセンターの機材は，形

ばかりすごくて初心者は使えないようになって

いるのは問題だと思います。

　アクセス・チャンネルについて，見て，聞い

て，歩きましたが，知っている人も，知らない

人もいて，「つまんないね，見たくないよ」と

言う人もいる。視聴率は測ったこともないし，

測れない。作った人だけは見ている。「じゃ，

やめたらいいんじゃない？」と言うと，「それ

は絶対やめられない。大事な仕組みなんだ」と

言います。アメリカの民主主義ではどんな意見

でも保障される。見ないけれども誰でもものを

いうことができる仕組みを作っている。例え

ば，少年の殺人事件があった時，教育の問題が

あった時，地域特有の問題があった時に威力を

発揮して，大きな討論が起こったりしていくこ

とがあります。アメリカ民主主義はこんなもの

かなと羨ましく感じました。

鈴木　パブリック・アクセスとはどんなものか

を，ビデオである程度のイメージは掴めたと思

います。それでは次に，柳澤さん，お願いしま

す。

●地域放送局と市民がつながる

柳澤　私が今かかわっている地域放送局と市民

をつなぐ試みについてお話したいと思います。

私がかかわっているのは，���京都という既存

の民放局で，市民が番組に参画していく仕組み

を作るという試みです。このような試みが出て

くる背景には，ご承知のように，世界的なデジ

タル化の展開があり，日本でも郵政省と放送事

業者の間で議論が進められ，デジタル化による

多チャンネル化が目前に来ているという状況が

あります。

　デシタル化することで今の放送スタイルが変

わっていかざるをえない状況が考えられるので

はないでしょうか。特に，大きく変わっていく

と考えられるのは，第１に民間放送局の経営の

あり方として，広告で成り立っているスタイル

を変えざるをえなくなるという点です。つま

り，デジタル化によって，広告会社がターゲッ

トをデジタル情報，インターネットをはじめと

して，そちらにシフトしつつある動きも出てき
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ているからです。民放はキー局，準キー局まで

は何とかその事態に対応できたとしても，ロー

カル局は深刻な影響を受けると予想されていま

す。

　第２に民放の運営形態から考えますと，放送

内容にショービジネス的な側面が強くなるので

はないかということです。報道の娯楽化は否め

ないでしょう。現在でも，報道なのか娯楽なの

か疑問に感じるスタイルが往々にして見られま

す。例えば，事件が起こりますと，そこに集中

的な形で取材に押しかける。そういうことが重

なって，視聴者の側に放送に対する不信感が増

殖していく環境が生まれてくるような気がしま

す。

　もちろんデジタル化のメリット，デメリット

があるわけで，多チャンネル化による専門チャ

ンネル化，さらにセグメント化されていく状況

は肯定的にとらえられますが，その一方で情報

が細分化されていくのではないかという懸念も

あります。

　デジタル化，多チャンネル化という大きな変

化の中で市民を巻き込んだ放送文化，放送経営

の可能性がどういう形で考えられるか，という

問題をたてることができます。�

　放送の経営基盤，とりわけローカル局が厳し

い状況に追い込まれた時，広告会社を経由して

番組を作ってきた民間放送のあり方に変化が訪

れるだろうと考えられます。そこに市民が参画

する可能性が生まれてくるのではないでしょう

か。もちろん，市民の側も潤沢にお金があるわ

けではありませんが，番組に何らかの形でかか

わっていく方向性が大事だと考えられます。

　そのような試みの一つとして，ＫＢＳ京都と

市民がつながるという動きが����年に生まれ

ました。日本放送労働組合�����京都分会とＫ

ＢＳ京都の労組（現在，京都放送労働組合）が

一緒になって，「放送フォーラム����京都」を��

年から毎年開催しています。市民が放送に携

わっている人と一緒に番組を見たり聞いたりす

る集まりです。

　こういうフォーラムは全国でほとんど行われ

ていません。京都の場合，放送労働者の側が積

極的に市民を呼び込む形で一緒に放送のあり方

を考えていくスタイル，ＮＨＫと民放が一緒に

なって行っている点が特徴的です。残念なが

ら，これについて広く知られているわけではあ

りません。

　ＫＢＳ京都は，経営的に厳しい状況に追い込

まれた時期があり，今でもその状況は続いてい

ます。バブルの時期に会社が丸ごと抵当に入っ

てしまったという事件の結果，郵政省から期間

限定付きの１年毎の更新で免許を与えられると

いう異常事態も続いています。その中で，地元

のメディアを消すなということで，ＫＢＳ京都

の労組は市民から署名を集めたわけです。��

万人の署名を集めてＫＢＳ京都の電波を現在も

流し続けている経緯があります。

　今後，民間放送を維持していくために新たな

経営内容，放送のあり方が考えられないだろう

かということで，ＫＢＳ京都が一つの実験を試

みています。

　����年から「京都大好きラジオ」というラ

ジオ番組ができました。「京都大好きラジオ」

のレポーターをやっている人が中心になり，サ

ポーター会議で市民を集めて一緒に企画を進め

ていく。ディレクターが責任をとるわけです

が，市民からアイディアをもらって，場合に

よっては発言した人が自らラジオの時間帯にコ

メンテーターとして出る。そのようにして番組

の企画に参加していくケースが続いています。
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　����年には，「ＫＢＳ京都アクセスクラブ」

が誕生しました。「ＫＢＳ京都アクセスクラ

ブ」は会員一口������円，個人会費は月������

円で番組に参加するという仕組みです。集めら

れた費用で��年��～��月に「京の暮らしとま

ちづくり」を「京都大好きクラブ」の��分間

のコーナーで企画し，番組として放送しまし

た。費用の面からいって，このくらいのものし

かできていませんが，市民が番組づくりに参加

する可能性として考えられるのではないかと思

います。

　本来，公共放送であるＮＨＫは，そういうこ

とを提案していくべきだと考えています。ＮＨ

Ｋに対して受信料としてお金を払っています

が，その分，どれだけＮＨＫが市民に対して情

報を伝えているのかということは心もとない状

況です。

　具体的に，「市民アクセスクラブ」は年間

������円払いこんでどれだけのことができるの

かというと，まだまだ始まったばかりです。ラ

ジオの��分間でいいのか。ドラマを作りたい

という人もいる。しかし，ドラマを作るにして

も費用をどうするのか。スホンサーをどう見つ

けてくるのかについては，これから議論してい

かなければならないわけですが，しかし，市民

が放送に参加していくスタイルを一緒に育てて

いく方法を模索しているところです。

●阪神・淡路大震災から生まれたラジオ局

鈴木　次に吉富さん，実際にコミュニティ・ラ

ジオを立ち上げられたところからお話し下さい。

吉富　「ＦＭわいわい」のエリアは神戸市長田

区の区単位で����の出力です。テレビに比べる

とラジオの規制は緩く，市民が発信しやすいの

ですが，「ＦＭわいわい」は素人の市民が必要

に迫られて立ち上げた放送局です。インター

ネット放送で世界にリアルタイムで発信してい

るので，世界からメールの反応もあります。地

域に特化しながら世界に発信しているラジオ局

です。このラジオ局が生まれた背景，経緯，具

体的な課題，現在やっている地域で，どう利用

しているかについて話ができればと思っていま

す。

　そもそも神戸市の長田区はケミカル産業が盛

んなところで，家賃も安い地域です。従来から

韓国・朝鮮人の方もたくさん住んでいたところ

に最近ではベトナム人，南米人など外国人の多

住地域でした。人口の１割を外国人が占めてい

ます。そういうところに阪神・淡路大震災が起

こりました。被害が大きかったのは皆さんご存

じだと思います。私はその頃，南米のある国の

領事館職員として，日系人が日本に出稼ぎに来

て起こるいろんな問題に対応する仕事をしてい

ました。

　阪神・淡路大震災が発生した時，スペイン語

の情報が流れないで困ったという声が，普段か

らかかわりのあるところに直接たくさん来まし

た。これは，南米の人だけではなく，日本語を

理解できない人たちに起こった同じ問題だと思

います。

　長田区に多い外国人は韓国・朝鮮の人だった

んですが，彼らの場合は，もう少し切実な心配

がありました。関東大震災が起こった時，朝鮮

人虐殺があったという歴史的事実です。そこ

で，大阪市内でミニラジオ局をやっていた同胞

の人たちが情報を正しく流そうと，バイクで機

材を運んでとにかく電波を流し始めたのが長田

区でのラジオ放送の始まりです。震災後２週間

くらい経った時でした。韓国・朝鮮語と日本語
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で，情報とその国の音楽を流しながら，昼と夜

の２回にわけて放送が始まりました。それがミ

ニ��局「��ヨボセヨ」です。

　同時期に，いろいろな国のさまざまな情報を

ネットワークして，この危機を乗り越えようと

集まった「外国人救援ネット」という支援団体

も立ち上がりました。そのネットワークの中

に，ベトナム人のための救援組織，「被災ベト

ナム人救援連絡会」が長田区の鷹取教会の鷹取

救援基地で発足して，どういうふうに情報を提

供しようかと話しあっていた。その時「ＦＭヨ

ボセヨ」が，ベトナムの人も情報が伝わらない

だろうから，こういう方法があると紹介してく

れました。

　ベトナム語による情報は流れておらず，義援

金はどうしたらもらえるか，どこに行ったら救

援物資があるかといった細かい情報を広報で流

したり，ボランティアの人たちが被災ベトナム

人のためにいろんなことをしていた時期です。

翻訳して紙に書いてプリントして配ることより

電波で流す方が早いという状況の中で，「ＦＭ

ユーメン」が立ち上がりました。英語，タガロ

グ語，スペイン語，日本語，ベトナム語の５か

国語で始まりました。必要なのだからと放送に

ついては素人の支援グループが中心になって立

ち上げた放送局です。「ＦＭユーメン」の立ち

上げのビデオを見て，どんな混沌の中から立ち

上がったかをご覧いただきたいと思います。

　「ＦＭユーメン」のスタジオはボランティア

の人の手作りです。日本の新聞を読みながらベ

トナム語に訳す。外国人のコミュニティの人と

かかわりができて，普段は隣人でありながら接

する機会がなかったけれども，この時，一緒に

やる意識が生まれたと思います。ベトナムの人

からの反応で，いつも忘れてはいけないと思っ

たのは，「ベトナムの歌が公共の電波から流れ

てくる時，日本の社会で自分たちが初めて認め

られたと思った」という言葉です。

　大震災が発生した時，行政機能がストップし

ました。これまでの社会の意識は，何かあった

らお上が何とかしてくれる，という上から下り

てくるような意識です。これは民主主義とはい

えなかったと思います。しかし，行政機能がス

トップした時に，自分で何かやらないといけな

いという意識が芽生えた。互いに隣に住む人が

大丈夫だろうか，地域の人を気づかう気持ち。

たまたま隣にベトナムの人が住んでいたらベト

ナムの人は大丈夫だろうかという助けあう気持

ちがベースにあったと思います。

　「ＦＭヨボセヨ」「ＦＭユーメン」が始まっ

た時の基本コンセプトは，「少数者の尊重」と

「多様性の重視」だと思っています。そして，

その二つの放送局が同じ区内で放送しているの

だから，平時も一緒に発信すべきだという議論

が生まれてきました。

　郵政省はその頃，私たちが無許可で放送して

いたことを知っていたのですが，私たちは放送

するに当たってマスコミを通じて社会的な認知

を先にしてもらっていました。また，エリアが

狭いとはいえ，日本で多言語で放送することは

まだ行われていませんでした。そのような背景

もあって郵政省から「この機会に協力しますの

で認可をとって下さい」と言われて，それぞれ

の人が得意分野で力を発揮して文書を作り，認

可へと動き出したのです。

　地震があって，ニーズがそこにあって，市民

としての意識が芽生えてできたラジオ局だと

思っています。それが地域社会に根付いていく

ためにはいろんな課題があるわけで，今，皆さ

んの手元にタイムテーブルがあると思います
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が，毎日，それだけの番組を放送しているわけ

ですから経費もかかります。人もいります。今

は����人のボランティアと３人の専従で放送し

ています。カトリック教会の敷地をお借りして

いて家賃がいらないという恵まれた状況でやっ

ていても，維持していくには大変な思いをして

います。認可のためには，株式会社の形をとら

ざるをえなかったのですが，資本金はかき集め

て設立し，そのあとで専従職員の給料をわずか

ですが出し始めました。

　維持していくためには，たくさんの課題があ

ります。番組の内容ですが，既存のメディア

が，放送権を獲得して作ったのとは逆の形で始

まっていますから，思いはあるが，技術はな

い。放送するための勉強をしなければいけない

し，内容についても洗練されたものにならない

といけない。３年たって大分よくなりました

が，コンセプトである「多様性」「少数者の尊

重」に絞って番組を制作していくためにはどう

いうことをしなければならないかを考えると，

課題は山積みです。

　現在，放送中の番組のなかから三つ紹介しま

す。「我ら学校放送部」という地域の中学校，

高校の放送部の人たちが入れ代わり立ち代わり

来ている番組。地域の声を流す番組。市場の活

性化のために市場にサテライト・スタジオを設

けて買い物に来る人も巻き込んだ放送形態で，

市場のバーゲン情報を折り込んだ小さな情報を

届ける番組。多文化共生センター神戸がやって

いる「多文化子どもワールド」でベトナムの女

の子とブラジルの女の子，中学生と高校生です

が，自分たちの思いを語りながら自分たちのア

イデンティティを確立していく番組で，地域の

人に何げない学校生活を語ることで日本社会の

教育の問題を考えるきっかけになればと考えて

います。

鈴木　����年，阪神・淡路大震災が起こった

年の暮れ，「ＦＭユーメン」に吉富さんをお訪

ねしました。教会の中に建っていて，小さなと

ころで放送しておられました。そこにお訪ねし

て，コミュニティ・ラジオ運動の世界的な広が

りについて，いろいろお話をしたことを思い出

しました。市民グループとしてカナダのモント

リオールに本部をおく�����という組織があ

り，インターネットを使ってグローバルな活動

を展開していること，また，ニューズレターも

出しておりますので，そんな活動のことをご存

じでしょうか，というようなことを話ました。

　率直にいって，あの時点では，吉富さんたち

が始められたラジオ局が将来的にどう位置付い

ていくかを予想するのは難しいことでした。け

れども，いまお話をうかがい，人びとのニーズ

の中から立ち上げ，郵政省から認可をとってく

れと言われるような展開があったことを知り，

感慨深いものがあります。

　それでは，ここで，日本におけるパブリッ

ク・アクセスの可能性ということで，さらに具

体的にどんな展開が考えられるかを，もう一

度，パネリストの方々にお話いただきましょ

う。

●パブリック・アクセス：日本での可能性

津田　日本でアメリカのパブリックアクセスに

近いことができるのか，するべきなのか，その

条件は何か，ということについて個人の考えを

述べてみたいと思います。地上波，映画，ビジ

オジャーナリスト，ケーブル，ＣＳを比較した

場合，地上波は制作費も高くて制度もハードに

できています。市民がとりかかりやすいのは，
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ＣＳとケーブルテレビです。全国で自主放送を

編成しているケーブル局が������くらいありま

す。その中で，自分のところで職員がいて自主

制作しているのは����くらいです。その中で中

海ケーブルテレビ（米子のケーブル局）が信念

を持って開局して，市民に自由に参加してもら

うアクセス・チャンネルを作っています。頑固

に週１日，アクセス・チャンネルの日を作っ

て，青年会議所，学校などビデオ好きの人が

やっています。維持していくのは大変なようで

すが。

　私の住んでいる岐阜でも大なり小なりありま

す。ケーブルに入っている人は��％くらいで

す。名古屋の隣，常滑市に「明日の常滑を考え

るネットワーク」というまちづくりのグループ

があります。「あすとこネット」と略称して，

常滑のまちづくりをビデオに撮り，ケーブルで

放送しているのですが，ＣＳでも流して全国放

送をしています。

　４月から����のうち����局を結んで「Ｃチャ

ンネル」という物産，観光，スポーツ大会，イ

ベントなど地域情報だけを流す専門チャンネル

（１日８時間放送）が始まりました。これは，

岩手ケーブルが代表で全国を結んでいます。こ

れまで福島の人たちが中心になって「ディナッ

クＴＶ」をＣＳでやってきたのですが，もう少

し大きくして����局のチャンネルで，ＣＳでは

なくケーブルでやっているわけです。

　ＣＳでの市民制作番組は，ざっと分けたらＮ

ＰＯがやっているもの，自治体がやっているも

の，株式会社の形でプロダクションがやってい

るものがあります。完全に非営利団体として

やっているものとしては，ＪＢＳ日本福祉放送

が音声と映像で��時間放送を始めています。

日本青年会議所も「ＪＣトーク」を月１回，公

共的なテーマ，環境問題，福祉の問題をテーマ

にやっています。自治体でやり始めたのは高

知，三重，岐阜，宮城，岩手など，６県の知事

が地域から日本を考える会議を作り，「地域か

ら日本が変わる」という番組を「国会チャンネ

ル」の中で毎週やっています。三重県が事務局

です。

　株式会社の形を取りながら一生懸命やってい

るのが大阪の「ピープルズチャンネル」で，今

年４月から月１で新しいものを出し，リピート

しながら番組枠を持っています。この��月か

ら「ヘルスネット」という健康，福祉専門の

チャンネルが始まります。苦労して，いろんな

ことをやり始めています。ＮＰＯ法もできて，

市民活動が法人化され始めているわけですか

ら，こうしたものを何とか実現していった方が

いいと思います。

　地上波のデジタル化が目前に迫っています。

デジタル化すれば，一つのチャンネルが数倍に

増えるわけです。今まで１坪の面積だったもの

が５坪に増えるのに，１坪で営業していた時に

既得権を持っていた人，既存の放送事業者に優

先的に電波が割り当てられているようです。ま

た，放送事業を始めるためには，福祉法人とい

えども株式会社の形にしないといけません。回

線料とか事業税，優遇措置は一切ありません。

福祉法人でもポルノチャンネルと同じ競争条件

のもとで，同じ回線料と所得税を払わされて競

争させられるのです。情報化社会と言われてい

るのに，これでいいのかと思わざるを得ませ

ん。

　仮に制度ができたとして，市民に「どうぞ」

と言ってもすぐに市民が番組を作れません。カ

メラを操作したり，編集したり，送出したり。

技術の問題，人権の問題，わいせつの問題，著
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作権の問題があるわけです。そういうことをト

レーニングしていくような仕組みを行政とメ

ディアと市民が一緒になって作っていかないと

実現できないのではないかと思います。私たち

は名古屋を中心にいろんな講座を開いたりして

取り組みを始めています。

●放送に求められる内容

柳澤　「ＫＢＳ京都アクセスクラブ」は，クラ

ブ員になると番組企画会議をはじめアクセスク

ラブ各種会議に自由に出席していただきます。

放送局のスタッフとの交流やマスコミの講演

会，アナウンサー講座，ビデオ撮影会の催しを

企画します。こういうスタイルで始まっていま

す。会員はまだ����人ほどしかいません。

������人，１万人になると規模が大きくなって

きます。

　本質的に大事なことは，放送業界の人たちが

きちんと市民に伝えるべき情報を伝えてさえい

ればいいのです。しかし，今は少なくとも伝え

ていないのではないか。伝える努力をどれだけ

しているのか。同時に市民の方も放送を身近に

感じる機会を掴みたい。自分たちが表現するだ

けに止まらず，放送をもっと知って，放送番組

について意見を述べることでも放送局とのかか

わりはあると思います。しかし，そういう機会

がなかなかなかったような気がします。

　新聞なら投書で発言して掲載される。ある

種，編集作業が伴いますが，表現をメディアを

通じて伝えられる。しかし，放送はどれだけ市

民の声を伝えているか。日本の場合は，現実的

に厳しい。ニュース番組などで市民のコメント

をもらっていますが，市民がどれだけ責任ある

コメントをしているのか。見ている側にも送り

手がどれだけ責任を持って市民の声を伝えてい

るかは疑問が残るわけです。

　昨年１年間，スウェーデンに留学しました。

スウェーデンは人口����万人で，国土面積は日

本の����倍です。そこで放送されている番組は

朝から晩までずっとというわけではなく，公共

放送であっても放送していない時間が昼間でも

あるわけです。なぜ，１日のべつまくなしに放

送しなければいけないのか。緊急災害の放送の

あり方はありますが，放送そのもののあり方を

市民の間で議論する必要があるのではないか。

的確な放送内容を伝えているのか。もっと市民

の間で議論すべきだし，争点を放送側が提示す

べきではないかと考えています。

　スウェーデンの公共放送で興味深い番組があ

りました。日本の『暮らしの手帖』という雑誌

でやっている商品のチェック，そういう番組を

流しています。市民がこういうことをやったら

困った，ジャケットを洗濯したら縮んだ。ＳＡ

Ｓでカバンを送ったら壊れたという話。番組で

なにが原因かを追求します。スウェーデンで

は，書籍の値段は自由価格です。それぞれの値

段がついている。どこではどんな値段で売られ

ているかを紹介する。それをやっているのが公

共放送です。公共放送の役割は市民にとって何

が大事な情報なのかを伝えること。そういう役

割を日本の放送局がどれだけなしえているのか

を考えることは，重要なことではないかと思い

ます。

●どう地域に根づくか

鈴木　吉富さんに，コミュニティ・チャンネル

を立ち上げる時，最も支えになったことは何

か，パブリック・アクセスにとって何が必要
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か，いま，何が一番不足しているか，こういう

ことがもっとあれば多くの可能性がある，とい

うようなことをまとめていただければと思いま

す。

吉富　思いとニーズで始まった放送局ですか

ら，後から議論し，頭を打ちながら考えてやっ

ているわけです。まず，ボランティアで維持す

ることがどんなに大変かと感じています。維持

するための経費は，どこの援助もありません

し，番組の内容もやりながらよりよいものに

なってきたんです。

　いくらマイノリティの人たちが発信する場を

手に入れたとしても，３年も５年も聴かれない

状態，反応がそんなに返ってこない小さな放送

局でやる場合，モチベーションをどう高めるか

という問題があります。いかに地域で役に立っ

ているかが見えないと，ＣＭがついてこない問

題もあります。私たちが考えているコンセプ

ト，「多様性の重視」「少数者の尊重」に特化し

た場合，発信すべきものを持った人が発信でき

るための環境づくりをやっていかないといけな

いということもあります。ＮＰＯ団体とリンク

して，地域の自治会の会報のような役割を果た

すとか，内容を聴かれるためにはどんな発信を

したらいいかという技術を学ばなければならな

いと話し合っています。

　先月アメリカに行って見てきたんですが，ア

メリカのようにＮＰＯがメディアとして発信を

する一方で，技術を提供するＮＰＯ，それをサ

ポートするＮＰＯがあるという，さまざまなＮ

ＰＯが支えているという仕組みがまだ日本には

ない。そういう中で少しでもできることから

絞っていくと，養成講座をして，ミキサーの使

い方とか，表現するにはどうするのが効果的か

など，具体的なものが必要ではないか。ＮＰＯ

団体に呼びかけて地域にできたメディアをもっ

と利用してほしいと呼びかけるべきではないか

と思っています。

　もともと被災時に始まったラジオ局なので，

その原点を忘れずに利用されないといけませ

ん。そのために区役所の区報にタイムテーブル

を載せてもらい，長田区役所の中に「ＦＭわい

わい」に災害時の割り込み放送のシステムを

作ったり。今，着手していることとしては，一

つの情報が一斉に多言語で流れるシステムで

す。人が一つの情報を投げた時にいろんな言語

にするネットワークを作って，そことリンクし

て，しっかりしたシステムを作っておかないと

いけません。今，「ＦＭわいわい」だけでなく

周囲のＮＰＯ団体とリンクしながら話を具体的

にしているところです。

　放送する権利はある。それを生かしてどう地

域に根づかせるかが課題で，地域の商店，企業

が支えることのできる，役に立っているという

ことが見えるような放送局にしていかないとい

けないと思っています。株式会社にしたので，

助成金などＮＰＯが申請するところには出せな

いのです。そのために「ＦＭわいわい」友の会

を作り，ＮＰＯ支援団体が申請して支えてもら

うことを始めています。

　地域に特化して，地域から世界に発信すると

先進的なことを言っているラジオ局ですから，

インターネットでも反応はあります。しかし，

栄誉ある賞「ギャラクシー賞」を去年いただい

た時に，「東京に来て下さい」と言われて旅費

の心配をしました。そういうレベルで心配して

いるのですが，せっかく手に入れた市民が発信

する機会をどのように地域で役立たせるか，

日々，他のＮＰＯ団体と一緒に考えている状態

です。
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鈴木　どうもありがとうございました。会場の

参加者のなかには，パブリック・アクセスの研

究を専門にしている方とかメディアの方，ま

た，メディアや情報について学んでいる学生の

人たちもいます。そこで，確認させていただき

たいことがあります。吉富さんのところの運営

費について。「ＦＭわいわい」の運営は広告費

によっているのですか？

吉富　基本的にはそうです。友の会の支援もあ

ります。

鈴木　広告をとって，その収入で運営して，友

の会を作られている。ＮＰＯの登録は？

吉富　していません。会費とか財団に助成金を

申請しています。

鈴木　日本では昨年��月にやっとＮＰＯ法が

施行されましたが，いろいろ不備な点が多いで

すね。アメリカでは市民活動組織の大半はＮＰ

Ｏとして税制でも多くの優遇措置を受け，基金

の申請もしやすい。さらに基金が豊富で，

������ドル規模の小さいものから大きいものま

で多種多様にあります。

吉富��たとえば，外国人の子どもたちの番組を

するＮＰ�としてひとつの放送グループが財団

に申請するようなことはあります。イベントを

請け負う収入もあります。

鈴木　地方自治体の助成は？

吉富　地方自治体や財団にも申請しています。

鈴木　ＫＢＳ京都のアクセスクラブの会費を

使って番組を作るということについて，もう少

し説明してください。

柳澤　ラジオの番組１本はまず不可能ですの

で，番組の中のワンコーナーを��分間，８回

ほどやりました。人数を増やして時間を長くし

ようと広げてきています。残念ながら������円

の会費で����人ほどなので，費用に限界があり

ます。市民アクセスクラブ提供のワンコーナー

としてトークの時間を確保しています。直接自

分たちがスポンサーになって番組を作っていく

ことも考えています。市民からお金を集めて市

民が番組を提供したこともＫＢＳ京都ではあり

ます。自分たちで放送局の人たちとかかわって

いくサポーター的要素は友の会と似ているよう

です。広告だけではなく市民がサポートするこ

とで，ある時間帯を市民が買い取ることが可能

になってくるべきだと思うし，そういう可能性

をどうやって展開できるか。地上波でできれば

いいなと思っています。ケーブルテレビが普及

していけば変わるかもしれませんが，今の法律

や規制の中で情報を手に入れるのは容易ではな

い。できることからやっていけばと，身近な放

送局としてＫＢＳ京都でやり始めています。

鈴木　中海テレビ，ケーブルテレビ局が開局以

来，パブリック・アクセスに取り組んできてい

るということですが，経営のやり方，経済的に

はどうなっていますか？

津田　中海の場合は特別な才能の持ち主という

か，高橋さんという戦略家がいて，秋から全国

����局を結んだ１日��時間の地域チャンネルを

出そうと。��億円を集めて，山陰・山陽・中

国地方の����社から����万円ずつ，通産，郵政

の補助金制度で��億円を集めてデジタルのビ

デオ蓄積センターを作っています。

　地域情報ばかり集めて全国ネットを作ろう

と。それに関して，観光協会にはたらきかけ，

全国ネットで流せるとスポンサーを募ってい

る。だけど集まらない。知恵袋のＮという大商

社の人がいて，その人がボランティアで応援し

てくれるんです。営業上得た知恵をつぎ込んで

くれる。郵政の中にも理解のある若い官僚がい

たりして。名古屋や岩手が始めたＣチャンネル
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の場合は，日本宗教衛星の空き時間をただで貸

してもらっています。ビデオを出す側と放送す

る側は金の委託なしです。全国のケーブル局会

員が�����万円を出しています。

鈴木　会員登録をして空いている時間をただで

借りる？

津田　個々にいろんな工夫があります。

鈴木　工夫をしながらやれないことはないとい

う見通しですか？

津田　秋から立ち上がる福祉専門のヘルスネッ

トワークは，維持していくのは大変だろうと思

います。

鈴木　一人ひとりの市民には発言する権利，コ

ミュニケーションの権利がある。アメリカ，

ヨーロッパ，スウェーデンでもパブリック・ア

クセスが根づいています。それらの国では，基

本として市民のコミュニケーションの権利が主

張されています。このような理念を理解してい

るのはすべての市民ではなく，やはり少数者で

すが，その権利をきちんと主張できる社会的な

システムを作り上げることで無料でパブリッ

ク・アクセス活動をすることができるのです。

そのあたりが日本ではまだ十分に議論されるこ

とがないままになっています。それはこれから

の課題といえるでしょうか。

　それでは，ここで会場からのご発言，ご質問

をお願いしましょう。

�

発言A　吉富さんにお尋ねしたいのですが，ベ

トナムの人が「日本社会は，自分たちがいるの

に，いないかのように振る舞う社会だ」と言わ

れたと。そこに「ＦＭわいわい」のような放送

局があることの意義があると思います。「少数

者の尊重」「多様性の重視」ということで，運

営に����人のボランティアがかかわっているそ

うですが，どういうところをキーポイントにし

ておられるのか？

吉富　放送局にいろんな国の人が入れ代わり立

ち代わり来る。外国人だけでなく障害を持った

方も来ます。目の不自由な方も番組を持ってい

ます。車椅子の方もいらっしゃる。その人たち

と挨拶を交わすだけでも，スタッフの人たちに

は多様性を目に見える形で理解できるようにな

ります。放送の内容についても，そういう人た

ちが発信していること自体が多様性になると。

エリアの人に聴いてもらえる内容を充実するこ

とで，社会にはいろんな人が住んでいて，いろ

んな思いがあって，少数者の意見があることが

伝わることをめざしています。ラジオ局自体が

地域に根づくことが市民の意識を変えていくこ

とになると思っています。

鈴木　手応えはどうですか？

吉富　緊急時は重宝がられたんですが，普段

は，今の日本社会ではラジオがメディアのメイ

ンではないですね。そのへんが難しいところで

す。顔が見える範囲では，「昨日こんなことを

言っていたね」と声をかけられることはある，

商店に行って。音楽番組などにＦＡＸを送って

くるとか，そういう反応はないですね。確かに

聴かれてはいるけれども，反応がどんどん返っ

てくるところまでは行っていない。インター

ネットで世界からのメールはありますが。番組

中にメールが入るということもあります。

鈴木　メールとつながっているのですね。

吉富　リアルタイムで。反応は番組によって差

があります。

発言B　�アメリカのパブリック・アクセスでは

メディア・リテラシーの活動はあるんですか？

津田　メディアを読み解くとか，映像を分析す

るという形では，アクセスセンターで行われて
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いると思えません。そこに機材とスタジオがあ

るので，使おうと思って来ているわけですか

ら。著作権，人権侵害，商業放送に関すること

は講座として教えられます。プロデューサーの

資格を持たないと番組を持ち込めないわけで，

実践的メディア・リテラシーです。放送で何を

出していいのかいけないのか，人を傷つけない

ために何をすればいいか，日々実践的になるの

だと思います。作りながらこうしたらいけない

とわかっていくわけです。そういうのをメディ

ア・リテラシーというのでしょうか。

鈴木　パブリック・アクセス活動にかかわる人

は，一連の実践講座を受けた上で電波を使って

自分の作品を放送していく。その際，なぜそん

なことが必要か，なぜそうしようとしているの

かを考えざるを得ない。その過程で，自分自身

が持っている表現する権利や社会的責任につい

て，また自ら発信することの意味について学ん

でいくのです。

　パブリック・アクセス・チャンネルで重要な

のは，単なるメイン・ストリーム・メディアの

真似ではないということです。真似だったら意

味がないのです。大事なのは，自分が何を発信

したいかです。ですから，なぜ，パブリック・

アクセスか，という問いかけが大事なところで

す。そのなかで地域で発信することの意味を理

解する。それこそがメディア・リテラシーの実

践的な教育だと思います。吉富さんが養成講座

の必要性を指摘されていましたが，重要です

ね。そういうことを伝えていく場を地域で作っ

ていくのが，活動を理解する人の輪を広げてい

くこととつながっているからです。

吉富　サンフランシスコに行った時，メディ

ア・リテラシーの活動を見せていただきまし

た。子どもはビデオで撮ることを学ぶ際に，見

た人がどう思うかを連想することを教えられ，

そのなかでメディア・リテラシーを学んでいま

した。

津田　２か月ほど前，「ニュース��」で，カナ

ダのメディア・リテラシーをレポートしてこら

れた下村さんがこの会場においでなので，メ

ディア・リテラシーとアクセスの接点につい

て，お話いただいてはどうですか。

鈴木　つい最近までＴＢＳの報道記者をされて

いた下村健一さんですね。今日は，ニューヨー

クから一時帰国されているということで，参加

されています。

発言Ｃ(下村)　子どもたちが自分で作る。こう

いうことをすればこうなるということを相手に

伝えながら実践的にやると，その日から，テレ

ビを見る目が自然に変わってくる。みな，そう

言うんですね。パブリック・アクセスは自分の

手で発信するということで，そのことは自動的

にメディア・リテラシーの体験学習そのものだ

と思いました。

　アメリカに暮らして思うのですが，日本から

視察で来られると，熱心なところを見てまわる

ことになるから，アメリカはすごいなとなるの

です。しかし，暮らしていると，「パブリッ

ク・アクセスって何？」という感じがある。テ

レビで面白いなと思う場面で，それがパブリッ

ク・アクセスであることは，まずない。つまら

ないわけですよ。アメリカの友人たちも「尊重

すれども愛用せず」。そういう実態があるわけ

です。アメリカでは資金を提供しようという申

し込みがありますから成り立っていますが，日

本では土台となる財団が少ない中で，これから

どうやって実際に活動していくのか。それが大

きな問題で，広告をとっていくと，広告主の意

向を無視できなくなってくるかもしれないし，
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そこが最大のネックになると思います。どう

やって資金を集めていくかということが難しい

と思います。

吉富　ＣＭと別に，なぜＮＰＯと組むのか，と

いう問題です。ＮＰＯ自体が注目を集めてい

て，特に，兵庫県には復興活動のための資金が

あります。それらの活動とリンクさせること

で，ＮＰＯのメディアが存在する意味が生まれ

る。ＮＰＯがラジオを活用することを呼びかけ

れば，その活動の中に入れて電波料を支払うと

いうことも意味のあることで，そういう理解を

広げていこうと。アナウンサー講座などの提供

も料金をとるということで広げていくのはどう

かなと思っています。地域で放送することが役

に立つということになればいいなと。貴重な活

動資金を「ＦＭわいわい」が使うことで，それ

が価値のあるものにしなければならないし，世

界にも発信されるというような価値のあること

だということを訴えていくと，企業にも利用し

てもらえるのではないかと思います。サンフラ

ンシスコの地域テレビ公社でも，市民チャンネ

ルは全然聴かれていない。ではどういう戦略に

変えようとしているか。ＮＰＯをターゲットに

するということでした。私たちの考えもあなが

ち外れていないのかなと思いました。

鈴木　ＮＰＯの数はアメリカでは大変なもので

すね。大きな経済力まで握っていますから。　

ＮＰＯがそこまでいけば，共生できる可能性が

ある。

津田　アメリカの場合，ＮＰＯも市場原理の中

に入っています。税制優遇措置のある公益団体

です。しかし，聴かれないと財団からの補助金

も下りない。市民からの寄付もない。消えてい

くＮＰＯもたくさんある。新たに参入し，消え

ていく。市場原理の下にある。地上波を含めて

ケーブルのパブリック・アクセスは優遇されて

いる。無条件に与えられているので市場原理に

さらされていない。だからつまらないと思うの

です，事実関係として。

　地上波でもアクセス・チャンネルは一杯あっ

て，パブリック・アクセスでできた優秀な番組

を集めてＰＢＳで放送している。地上波で放送

しているドキュメンタリーのなかには，出来が

よくて，プロが作ったものに勝るとも劣らない

ものがある。

　パブリック・メディア・センターという市民

のための広告会社が制作しているあるＮＰＯの

ための広告では，広告を出す時にクーポンを４

つつけている。「この広告に賛成してくれたら

貯金から１ドル引きます。さらに他のクーポン

の一つは上院議長へ，一つはホワイトハウス

へ，一つは大統領へ送って下さい」と，資金集

めをしながら政策決定にも参加する。このよう

に，アメリカのＮＰＯは大統領にも議会にも影

響を与えるという高度の戦術を取りながら資金

集めをしている。多角的で戦略的です。

　パブリック・アクセスはルーズでやりたい放

題で，もっと市場原理にさらされてもいいなと

いう面と，日本のＪＢＳのような福祉チャンネ

ルが，ポルノチャンネルと同じ放送をさせられ

ていいのか，という面がある。福祉チャンネル

はボランティアの主婦の方たちが朝から晩まで

新聞を読んで，その無償労働によって支えてい

る。市場原理に合わないから消えていいのかと

いうのは，また別の問題で，ケースバイケース

かなと思います。

鈴木　そういう問題についてもっと議論を深め

る必要がある，というのが日本の現状ですね。

津田　日本の絶対的な官僚制と巨大なメディア

資本へのカウンターパンチとして言っているの
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で，市民の側にもう少し力が出てきたら，市民

が電波を持つようになったら，また違うレベル

の展開が考えられますよね。甘えていていいの

か，ということも含めて。

柳澤　結論から言うと，いいアイディアはあり

ません。状況は見ればみるほど深刻です。どれ

だけの可能性があるのかというとシビアだと思

います。少なくとも「アクセスクラブ」を通じ

てメディア労働者と市民を結ぶという場をどれ

だけ持ち得るかということが大事ではないか。

メディア労働者は忙しい。仕事で手一杯で，番

組を評価してもらう時間をとれない。そのよう

な状況は市民の側にもマイナスだし，送り手に

もマイナスであるにもかかわらず，日常の仕事

に追いこまれて，いい関係性を持ちえないで来

た。日放労，民放労連をはじめ放送現場の人，

市民を交えて意見交換をする場を広げていく。

　市民がメディアに触れているかというと，視

聴時間は３時間半を越えますが，番組ごとにど

れだけ見ているのかを考えればシビアだという

ことがわかる。必要な情報をどう求め，送り手

の側がどう伝えるかという関係性を作っていく

ためには，現場と市民のコミュニケーションが

なければ成り立たないと思う。それを積極的に

どう展開できるか。その中で放送の経営がどの

ように成り立っているのかを市民の側にもっと

オープンにしていく。市民がそれをどう支える

のか。制度的にどう変えたらいいのかも勉強す

べきだし，市民もそれを知り，放送局の側も真

摯に学びつつ，教えつつという関係性を広げて

いく。一気に経済的な安定を図っていくための

工夫がいるでしょうが，現状では市民の意識の

すそ野が広がっていない方が問題で，放送局の

側にいる人たちが場を設けて，人々と交流を広

げながら各地で展開を図って行く中でしか，展

望がないという気がします。

発言Ｄ(吉田)　ここ２，３年，放送のシンポジ

ウムを企画して，うまくいっている話を聞きま

す。生駒で近鉄資本でやっているケーブルテレ

ビで市民が企画できる番組を作りませんかと呼

びかけたところ����人くらい応募してきて，月

１本のペースで流していた。それが近畿ケーブ

ル開局以来一番いい視聴率をとったと。そうい

う例もあるんです。共同通信に勤めている人の

生き残り策の提案が通ったとも。

　もう一つはラジオ沖縄です。女性運動と連動

して女性を巻き込んで百万円ほど出してもらっ

て，那覇市が百万円出して毎年１回，８時間放

送する。放送局が降りて終わったのですが，一

人の女性プロデューサーがいて，月１本で，

��本番組を作りませんかということで，��人

くらい応募してきて，視聴者がお金を持ち寄っ

て自分たちの番組を作る。彼女が事業者や運動

体からお金を集め，年間����万円で��分番組が

できると。そういうことが可能だと。

　ＫＢＳ京都の試みでは，放送する人がいて，

市民が下から支えるという上下関係を逆転させ

ないとだめだと思います。市民が放送局をサ

ポートする仕組みが必要ということですが，そ

うではなく，放送局が市民を支える。新しい知

識の中で何を発信するか。市民の中のそういう

人たちを支える仕組みを作っていく。成功事例

は全国各地にある。意識のある，放送を作りた

い人たちと連動することで，いろんな試みをし

ていると思います。

鈴木��よく耳にする議論で，日本は制度的に無

理だから新しいことはやれない，アメリカみた

いな制度にまず変えないとなにもできない，と

いう消極論がありますが，このところ行政の方

も柔軟になってきていて，制度がどうであれ，
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やってしまえばいいと，伝統的な「日本人」の

枠からはみでた日本人がたくさん出てきていま

す。アイディアで勝負というやり方が少しづつ

ですが機能し始めている。まず行動があって，

それにつれてシステムの方を変えないといけな

くなってくる。「実をとる」という方法がいろ

んなところで起こりつつある。パブリック・ア

クセスもそういう領域ではないかと思います。

　さらに，行動するからには，その内容を創造

性豊かなものにして，既存のテレビ局が「面白

そうなことをやっている」と興味をもち，あち

らから近づいてくるような動きが地域で起こっ

てくることが大事かなと。そのひとつの可能性

が「ＦＭわいわい」におけるインターネットと

のリンクですね。インターネットの可能性は大

きいと思います。そういう新しいメディアをど

う使っていくか。パブリック・アクセスも新し

い時代に入りつつある。私たちも試されている

ということではないでしょうか。

津田　関西でも動きがあると思いますが，東海

地方と首都圏のアクセス運動の交流会が７月

��日，中野商工会館であります。「民衆のメ

ディア連絡会」の主催です。地上波の人たち，

ケーブルの人たち，インターネットの人たちが

集まって作っていこうと。既成事実を作りなが

ら地域メディアで町を作ろうとシンポジウムを

やります。参議院の逓信委員会でもパブリッ

ク・アクセスをやれという質問に答えたりして

いる。しかしこちらの準備が整わないうちにで

きてしまうと困るということもあります。デジ

タル化の中で郵政も何とかしないといけないと

思い始めている。

鈴木　「デジタル化」は時代を語る大きなキー

ワードとなりつつありますね。これについて市

民の側で積極的に学んでいかないと，取り残さ

れていくでしょう。新しいテクノロジーがアッ

という間に開発される。しかも，それについて

もっとも良く知っているのはいつでも企業，産

業界です。市民の側には，それほど必死になる

動機がないのです。今後，メディアのデジタル

化，社会のデジタル化をどう市民のものにする

か。インターネットは一つの手がかりですが，

これからの私たちの知恵が問われているという

ことでしょうか。

　まだ語り尽くせないことはたくさんあります

が，時間がすでに過ぎておりますので，またの

機会に譲りたいと思います。今日は三人のパネ

リストのみなさま，会場においでいただいた多

くの方々の熱心なご参加を得て，実り多いシン

ポジウムができました。心からお礼を申しあげ

ます。どうもありがとうございました。
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